いやいや、 そう 言っても いけない、 この 作者、 元来、 

非 惨 を 愛する 趣味 家であって、 安心立命の 境地 を 目し 

て、 すべて 崩壊の 前提と なし、 ああ、 あとの 言葉 は、 

諸兄のう ち、 心 ある 者、 つづけ 給え。 

このように、 作者 は、 ものぐさ である。 ずるい。 煮 

て も 焼いても 食えない 境地にまで 達して いるよう であ 

る。 5 曰い か？ 

憎い ことはないだろう。 私 は、 いまの この 世の中に 

最も 適した 表現 を 以て、 諸兄に 話 かけて いる だけな の 

である。 私 は、 いまの この 現実 を 愛する。 冗談から 駒 

の 出る 現実 を。 



底本： 「もの 思う 葦」 新潮 文庫、 新潮 社 

1980 (昭和お) 年 9 月お 日 発行 

1998 (平成^) 年^ 月 ほ 日 刷 

入力 ： 蔣龍 

校正 ： 今 井忠夫 

2 oo 4 年 6 月ば 日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



